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お茶の水女子大学附属中学校 令和 4 年度教育研究協議会公開授業 

試行錯誤と創意工夫のある「つくる学び」をつくる（1 年次） 

〜各教科における見方・考え方を生かした創造的思考力を伸ばす授業のデザイン〜 

 

数学科学習指導案 
                               授業者  藤原 大樹 

（お茶の水女子大学附属中学校） 

１．日時   令和 4 年 10 月 29 日（土）8：40～9：30 

 

２．対象   お茶の水女子大学附属中学校 2 年梅組 

 

３．単元名  データの分布 

 

４．単元目標 

知識及び技能 思考力，判断力，表現力等 学びに向かう力，人間性等 

・四分位範囲や箱ひげ図

の必要性と意味を理解

すること。 

・コンピュータなどの情

報手段を用いるなどし

てデータを整理し箱ひ

げ図で表すこと。 

・四分位範囲や箱ひげ図を

用いてデータの分布の

傾向を比較して読み取

り，批判的に考察し判断

すること。 

・数学的活動の楽しさや四分位範囲・箱ひ

げ図のよさを実感して粘り強く考え，四

分位範囲・箱ひげ図を生活や学習に生か

そうとする態度，問題解決の過程を振り

返って評価・改善しようとする態度，多

様な考えを認め，よりよく問題解決しよ

うとする態度を身に付ける。 

 

５．単元観 

本単元｢データの比較｣は，現行の中学校学習指導要領（以下，CS）における第 2 学年｢Ｄデータの活

用｣（１）にあたる（文部科学省，2017a）。本単元では，複数の集団（量的なデータセット）を比較す

る必要性のある具体的な問題の解決など，目的に応じてデータを収集し，解決に役立つように整理・分

析を行い，問題に対する結論を導いて，その結果や過程を説明できるようにしていくことを目指してい

く。そのためには，基礎的・基本的な知識等を一方的に教え込んだ後に，生徒が自主的に知識等を活用

して問題解決をするような単元構成では資質・能力の育成は難しい。そうではなく，統計探究プロセス

を通して生徒が生きて働く知識及び技能を獲得していくとともに，そのプロセスを振り返ることによっ

て統計を活用して問題を解決する方法を身に付けていくような単元構成を考えていくことが大切であ

る。単元を通して，データの分布に着目し，論理的に考察し表現するなどといった数学的な見方・考え

方を繰り返し働かせながら，統計的な内容知と方法知の両面から学びを豊かにしていくことを目指した

い。 

また本単元では，箱ひげ図のよさと限界の両方を，数学的活動を通して理解することが大切であると

考える。例えば，中 1 で既習のヒストグラムや度数折れ線と比べて箱ひげ図は，多くの集団の傾向を大

まかに比較して分析することはしやすい。藤井（2017）は，箱ひげ図が集団による違いを簡潔に表すこ

とができ，経時的なデータの分析や探索的な問題解決を行う際に重要な役割を果たすことを明らかにし

ている。このような箱ひげ図のよさが感じられる学習活動を単元の習得と活用の場面の両方で意図的に

位置付けることが重要であると考える。なお，探索的データ解析は「目的とする変量は明確に定められ

ているが，その原因の候補となる因子が数多くあり，それらの因子の中から適切なものを見つけ出す場
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合の解析」としている。 

一方で，箱ひげ図は集団の詳しい分布の様子を読み取ることはできないという限界がある。生徒が箱

ひげ図のよさと限界の両方について，具体的な学習活動を通して実感することにより，生徒自ら統計的

な表現を統計的探究プロセスにおいて適切に選択して活用できるようになると考えられる。学年によっ

て学習する統計的な内容が異なるが，「ヒストグラムよりも箱ひげ図が万能である」ということはなく，

学年が上がるにつれて，統計的な分析のためのツールが増えていき，批判的に考察するための選択肢が

広がっているという認識に教師は立つべきであると考える。 

また，箱ひげ図には限界のみならず，短所もある。量的データを扱うドットプロットやヒストグラム，

度数折れ線に比べて，箱ひげ図は読み取り方が難しい．例えば，次のような点が短所として指摘されて

いる（Bakker etc, 2004；石綿，2020）． 

a. 箱ひげ図が度数よりも密度を表示している。 

b. 相対的な密度が箱ひげ図の成分の大きさと負の関連があること。（線が短くなればなるほど高密度

になることを表している。ヒストグラムでは高い柱が目立つが，箱ひげ図では逆に目立たない） 

c. 中央値は前後半の切断点として学ぶことは比較的容易であるが，その集団の中央の尺度として認

識することが難しい。 

d. 四分位範囲を散らばりの尺度としてみることは難しい。また，四分位数の定義が多様にあるので，

ソフトを使用する際に注意が必要である。 

困難性 a 及び b については，石綿（2020）が提案しているように，ドットプロットやヒストグラムと

関連付けて箱ひげ図について理解する数学的活動を設けることが有効であると考えられる。データを扱

う授業では，具体的な事象の問題を扱うことが多いが，いったん事象を捨てて，分布の様子とその表現

方法といった数学的表現そのものを思考の対象とした，理解を深めていく試行錯誤のある数学的活動を

通して，これらの困難性をできるだけ克服していきたい。その際，ICT の利点を生かすことが考えられ

る。困難性 d については，四分位数を学ぶ初期段階ということで，Google スプレッドシートや Excel で

はなく，中学校学習指導要領解説（文部科学省，2018）に基づいた四分位数の定義に沿っている統計ア

プリ SGRAPA を用いることにする。なお，SGRAPA は問題集などの教材を扱う正進社が CSR 活動の一

環で開発したフリーの統計アプリである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 石綿（2020）が提案する実践についての図 

指導においては，具体的な問題を既習の統計的な知識・技能，考え方を用いて解決しつつも，「他に

有効な方法はないか」と絶えず批判的に考察し表現する創造的な態度を大切にしたい。小 6，中 1 にお

いて批判的に考察し表現した学習経験を生かしながら，次の手立てを意図的に設ける。 

・統計的探究プロセス（例えば，Problem（問題）－Plan（計画）－Data（データ収集）－Analysis（分

析）－Conclusion（結論），といった PPDAC サイクル）を経験できるようにする。知識・技能を活用
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する学習場面のみならず，新たな知識・技能を習得する学習場面においても統計的探究プロセスを通

して学習する。 

・具体的な問題解決の過程において，中 1 で学習したヒストグラムや度数折れ線が多くの集団を比較し

にくいという限界に多くの生徒が気付いたタイミングで，箱ひげ図を提示する（第 1 時）。その過程

においては，多くの集団の分布の様子を横に並べて表現するアイデア（度数分布表など）を生徒から

引き出して取り上げ，箱ひげ図そのものを生徒がつくりだすことは難しくても，そのアイデアを共有

し，箱ひげ図の必要性とよさの実感につなげられるようにする。 

・箱ひげ図の理解を促すため，データから実際に四分位数を求めて箱ひげ図を手でかく活動，与えられ

た箱ひげ図に合うドットプロットをアプリ上でつくる活動を設ける。 

・箱ひげ図がデータの詳しい分布の様子を読み取りづらいという限界に多くの生徒が気付いたタイミン

グで，ヒストグラムや度数分布表に向けていく機会を設ける。そうすることで，複数の表現を行き来

しながら統計的な表現のよさと限界を理解できるようにする。 

・より深い解決やより有効な知識等の獲得に向けて，具体的な問題の解決に向けて自他の考えを批判的

に考察する環境と場面を設ける。 

・データの整理・分析の時間を短縮し，統計的に考えたり表現したりする時間を確保するために，PC

の統計アプリ（SGRAPA）や表計算アプリ（Google スプレッドシート）などを生徒自身が活用できる

ようにする。統計アプリや表計算アプリを使って考察した結果を整理するために，ワークシートとし

て Google スライドなどを活用できるようにする。 

・一連のプロセスを振り返り，統計を用いて問題を解決する方法（いわゆる方法知），特に本単元では

箱ひげ図を用いたデータの分布の傾向の読み取り方を明示的に自覚できるようにする。 

なお，PPDAC サイクルにおいては，表 1 の「進める問い」と「戻す問い」を生徒自身が絶えずもち

ながら主体的に取り組めるようにすることが大切であると考える。特に「戻す問い」は批判的思考の特

徴を色濃く表現している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本単元の本質的な問いは「多くの集団の傾向はどうすれば比較しやすいか？」であると考える（藤原，

2018c）．この問いに向けて，経時的な比較（藤井，2017）の場面を複数回取り上げて単元を構想する。 

表 1  PPDAC サイクルの各相で期待される生徒の問い（藤原，2018a） 

各相 問い(▽：進める問い △：戻す問い) 

Problem 

(問題) 

▽：問題を統計的に解決するためには，どのように焦点化すればよいか？ 

△：焦点化した問題は本当に統計的に解決できるか？ 

Plan 

(計画) 

▽：どのようなデータをどのように集めればよいか？ 

▽：集めようとしているデータをどのように表したり，そのデータから何を求めたり

すればよいか？ 

△：集めようとしているデータで本当に問題を解決できるか？ 

Data 

(データ) 

▽：データをどのように整理すればよいか？ 

△：集めたデータで本当に問題を解決できるか？ 

△：信頼できないデータは含まれてないか？ 

Analysis 

(分析) 
▽：集めたデータをどのように表せばよいか？ 

▽：集めたデータから何を求めればよいか？ 

△：分析により適切な表・グラフ・図や統計量はないか？ 

Conclusion 

(結論) 

▽：どんな結論が得られるか？ 

▽：結論の根拠として何を用いるとよいか？ 

▽：結論とその根拠をどのように説明すればよいか？ 

△：得られた結論とその根拠は妥当か？ 

△：よりよい結論を得るためにはどうすればよいか？ 

 



4 

 

６．単元指導計画 

本時は飛び込み授業のため，藤原（2020），小谷他（2021）を参考に，表 2 の単元指導計画を想定し

ている。第 1 時から統計アプリ SGRAPA を使用して，第 3 時以降に必要に応じて生徒が活用できるよう

に配慮している。 

表 2 単元指導計画（6 時間） 

時 学習内容   ○：読み取り方など 

１ 

 

出 

合 

う 

大谷翔平投手の球速低下に関わる Web 記事（右

図）を，箱ひげ図の部分を隠して生徒に示し，次

の問題を提示する。 

新聞記者は大谷投手の球速低下（2021 年

5 月 19 日の試合）を視覚的にどのように表

現したのだろうか。 

6 つの集団（各試合のフォーシーム（直球）の球

速データ（小谷他，2021））を，既習であるヒスト

グラムや度数折れ線で表してみると，重ねて表示

しても見づらく比較しにくいことを実感する。ま

た，度数分布表で表した生徒の反応を取り上げて，

横に並べて表現することのよさに触れた上で，箱

ひげ図を教師から紹介し，生徒自身もアプリで表

示させて観察する。四分位数で全データが約 4 等

分されていることなどを説明した後，実際の Web

記事及び球速回復に関わる Web 記事を提示し，「全

体の 75％が時速 150km を下回る」などの記事の表

現とグラフを関連付けて読み取る。 

例えば，量的データによる多くの集団を比較するには箱ひげ図が適していること，最小値か

ら最大値までの全データの個数を約 4 等分した境目の値を四分位数ということ，箱ひげ図では

中央値付近の約半数がどのあたりにどの程度集まっているのかがわかること，少ない集団を比

較するには，箱ひげ図よりもヒストグラムや度数折れ線が適していること，最小値から第 3 四

分位数まで，及び第 1 四分位数から最大値までは，それぞれ全データの約 75％が含まれている，

ということを理解できるようにする。 
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２ 

｜ 

３ 

 

深 

め 

る 

教科書にあるバスケットボール選手の 20 試合の得点数のデータから四分位数を求め，箱ひげ

図を手がきすることで，四分位数と箱ひげ図についての理解を深める。その上で次の問題を提

示し，次のスライドのリンクを配付する。 

楓さんの 20 試合の得点数の箱ひげ図があります。具体的な元の値を予想して，ドットプロ

ットで表そう！ 

与えられた箱ひげ図に

合うドットプロットを

Google スライドのワーク

シート（右図）で自由につ

くったり観察したりする。

ドットプロットと行き来

して関連付けて考えるこ

とで，例えば，同じ箱ひげ

図でもデータの分布は多

様に考えられること，単峰

型の分布であれば，データが箱に集まっていること，ひげが長くても多くの値が含まれている

わけではないこと，外れ値が１つあるだけでひげは長くなること，散らばりの大きさの指標と

して範囲はあてにならず，四分位範囲が信頼できる，ということを理解できるようにする。 

第 2 時で多様なドットプロットを観察してわ

かったことを言語化してまとめた上で，箱ひげ

図とヒストグラムを関連付ける練習問題（右図）

に取り組む。例えば，四分位範囲が小さいほど

狭い区間に値が密集していること，四分位数は

ヒストグラムの面積を 4 等分する横軸の値と理

論上等しいことを理解できるようにする。 

その上で，次の問題を提示する。 

 留学することになった兄が言われた「メルボルンは暑すぎるよ！」は本当か？ 

日最高気温の平均値の折れ線グラフ（教科書 p.206）を見ると，メルボルンは東京とそれほど

変わらない。日最高気温の箱ひげ図を見ると，夏季の日較差が大きく，最高気温が 40℃を越え

る日があることに気付き，驚く。しかし 1 月の日最高気温の最大値が 40℃を越えていても，40℃

以上が何日あるかは読み取れない。そこで，1 月に絞って SGRAPA で作ったヒストグラム（右

下図）を見ると，日最高気温が 40℃を越える日は 155 日間で 9 日（6％）あることがわかる。

この過程を通して，「40℃以上ある日数を基に『暑すぎる』と言われた」などと推測していく。 
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このような活動を通して，例えば，箱ひげ図を用いて複数の集団の傾向を比較する際には，

まず箱の幅（四分位範囲）や位置の変動に着目し，その後にひげを着目するのがよいこと，箱

ひげ図で大まかに比較した上で必要に応じて詳しく分析したい集団を選びヒストグラムや度数

分布表などを用いて詳析するとよいことなどを理解できるようにする。 

４ 

｜ 

６ 

 

使 

う 

9 月末日で終了した盛夏時自由服のこと，制服に関わる最近の校内の現在の動き，数日前に

終えた生徒会選挙などを踏まえ，次の問題を提示する。 

お茶中生徒会の伝統「盛夏時自由服期間」は，「いつから」「いつまで」が妥当であるとい

えるでしょうか？ 第 77 代生徒会役員会に向けて，過去のデータに基づいて提案しよう！ 

 「盛夏時自由服期間」の例年の開始日，終了日が妥当かについて批判的に考察するため，着

目するデータ，整理する図表，分析の方法などについて見通しを立てていく。学習班（3－4 名

程度）で活動し，必要に応じて分担をするなどして取り組む。 

第 4 時の活動を受け，分析やスライド作成といった提案の準備を行う。 

学習班を 2 人と 2 人あるいは 2 人と 1 人に分かれ，隣の班に移動してスライドを見せながら

発表し，意見交換をする。その結果を踏まえ，第 77 期生徒会役員会の人たちに自分の主張がよ

く伝わるように提案の要点を評価・改善し，スライドを提出する。第 4～6 時の一連の活動を振

り返り，協働したり分担したりする中で自分が取り組んだことや工夫したことをフォームに記

述する。（作成したスライドは後日授業者が印刷して生徒のノートに貼って記録に残す。） 

 

７．教材名  「盛夏時自由服期間を提案しよう」 

 

８．教材観 

（1）教材について 

お茶の水女子大学附属中学校には，過去の生徒会役員会が教員側に折衝して得られた，盛夏時に役員

会が定めたルールのもとで私服を着て登校してもよいとする「盛夏時自由服期間」がある。この開始日

と終了日は毎年の役員会が検討し，全校生徒に通信を発行するなどして周知している。この開始日と終

了日は「7 月初旬から 9 月中旬まで」という目安があるが，今年度は生徒会長（現 3 年生）が教員の生

徒指導部および職員会議に提案書を提出し，終了日が「9 月末日まで」と延長された。「自由服期間を延

長して欲しい」という一般生徒による目安箱への投稿が多いことを受けた，主体性あふれる素晴らしい

判断と行動ある一方で，提案の根拠には曖昧さがやや残るものであり，改善の余地は多分にあると授業

者は考えた。 

そこで，日最高気温，日平均気温，日不快指数（日最高気温と日平均湿度から算出）についての過去

20 年分（1993 年から 2022 年までの 6 月 1 日～7 月 20 日，9 月 1 日～10 月 10 日）の気象データに基づ

いて，「盛夏時自由服期間」の開始日と終了日を 2 年生一人一人が批判的に考察し，先日選挙で選出さ

れた第 77 期生徒会役員会への提出する提案書をグループで作成するという本教材を開発した。この学

習課題の発見には，授業者が所属する校内「課題発掘ワーキンググループ」での議論が基になっている。 

例えば，1 年分のデータで日の経過による気温の変化を折れ線グラフで分析することが考えられるが，

近年の変化を調べるには不十分である。また，20 年分のデータで日ごとの平均値を算出し，折れ線グラ

フで分析することも考えられるが，平均値は高低を相殺するため，暑い日がどの程度あるのか等を調べ

られない。そこで，日ごとのデータを箱ひげ図に表してデータの経時的な変化（藤井，2017）を見るた

めに横に並べ（並べる日数は減らす判断を生徒がする可能性あり），自ら着目する視点を決めて分析す

ることが考えられる。予想される生徒の反応例（「いつから」に関するもののみ）を以下に挙げる。 
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【考え 1】日最高気温を分析に用いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1－1 第 1 四分位数が 25℃以上になる日がいつからかを調べる。「6 月 19 日から増えてきている」と

判断し，表現する。 

1－2 第 1 四分位数が 25℃以上になる日がいつからかを調べる。「6 月 19 日以降は 75％の確率で日最

高気温が 25℃以上になると予想される」などと，相対度数を確率のように捉えて表現する。 

1－3 お茶中のエアコンが原則的に気温 27℃以上で稼働するので，中央値が 27℃以上になる日がい

つからかを調べる。「6 月 23 日から増えてきている」と判断し，表現する。 

 

【考え 2】日平均気温を分析に用いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2－1 第 1 四分位数が 23℃以上になる日がいつからかを調べる。「7 月 3 日以降は日平均気温が 23℃

以上になる」と判断し，表現する。 

2－2 第 1 四分位数が 23℃以上になる日がいつからかを調べる。「7 月 3 日以降は 75％の確率で日平

均気温が 23℃以上になると予想される」などと，相対度数を確率のように捉えて表現する。 

2－3 6 月 1 日～7 月 20 日の第 1 四分位数に着目し，変化の割合が一定になると仮定して各点をなら

すように直線を引き，「7 月 2 日以降は日平均気温が 23℃以上になる」と判断し，表現する。（直

近に「一次関数」単元を学習したので，もしかしたらいるかもしれない。可能性は低い。） 
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【考え 3】授業者が日最高気温と日平均湿度を用いて算出した日不快指数を分析に用いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3－1 第 1 四分位数が 75 以上になる日がいつからかを調べる。「6 月 19 日以降は日不快指数が 75 以

上になる」と判断し，表現する。 

3－2 第 1 四分位数が 75 以上になる日がいつからかを調べる。「6 月 19 日以降は 75％の確率で日不

快指数が 75 以上になると予想される」などと，相対度数を確率のように捉えて表現する。 

3－3 6 月 1 日～7 月 20 日の第 1 四分位数に着目し，変化の割合が一定になると仮定して各点をなら

すように直線を引き，「6 月 20 日以降は日不快指数が 75 以上になる」と判断し，表現する。 

 

（2）学校研究との関わり 

本教材と学校研究との関わりについて述べたい。 

まず，創造的活動として以下の活動を 3 時間扱いで授業者が設ける。 

 

 

 

 

 

それにより，次の数学的な見方・考え方を生徒が自ら働かせることを期待する。 

 

 

 

その結果，生徒は次の創造的思考を身に付けていくことを想定している。 

 

 

 

 

 

本時で育成された創造的思考は，数学科の学習活動を通して育成を目指す数学的に考える資質・能力

「四分位範囲や箱ひげ図を用いてデータの分布の傾向を比較して読み取り，批判的に考察し判断するこ

と」（2 年 D（1）イ（ア））に含まれると捉えている。 

この創造的活動は，生徒の学校生活における問題を主として統計的に解決していく「問題解決」に分

類される。統計的探究プロセスを通して，数学科における創造的思考を育成するために，それまでに獲

得してきた箱ひげ図に関する内容知（意味）や方法知（読み取り方）を生かせるように支援したい。 

【本時（第 4 時）～第 6 時に設けた創造的活動】 

来年度以降の全校生徒や生徒会役員会のために，「盛夏時自由服期間」の例年の開始日と終

了日が妥当かどうかについて，過去の気象データを基に箱ひげ図を用いるなどして批判的に考

察する. 

 

 

【本時（第４時）～第６時で育成を目指す創造的思考】 

目的を果たす統計的な指標をつくるために，過去の経験から方法を類推して分析したり，箱

ひげ図の意味を基に演繹的に考察したり，データの経時的な傾向を帰納的に考察したり，事柄

の起こり得る程度を確率のように考えたりすること 

 

【本時（第 4 時）～第 6 時で期待したい数学的な見方・考え方】 

日最高気温や日最高不快指数などのデータの分布に着目し，論理的に考える 
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９．本時の目標と評価規準 

（1）本時の目標 

「盛夏時自由服期間」の例年の開始日，終了日が妥当かについて，批判的に考察するため，着目する

データ，整理する図表，分析の方法などについて見通しを立てることができる。 

（2）評価規準 

「盛夏時自由服期間」の例年の開始日，終了日が妥当かについて考察し提案するために，何のデータ

を用いるか，データをどのような図表などで表すか，図表のどこに着目するかなどについて，グループ

で話し合ったり，過去の学習を振り返りながら計画を立てたり，統計アプリで作った図表を観察してみ

たりして決めている。（思考・判断・表現） 

 

10．本時の展開    ※生徒は一人 1台ずつChromebook を使用 

教師の発問と生徒の学習活動 指導と評価の留意点 

１．提示された場面から問題を見いだす。（10 分） 

T「『お茶中の伝統』を象徴するものには何がありますか。」 

S「生徒祭」 S「制服」 S「自由服期間」 S「自主研究」 

T「伝統の 1 つに『盛夏時自由服期間』がありますね。」 

S「あー，長くして欲しい。」 S「冬もやって欲しい。」 

T「自由服だと何がよいのですか。」 

S「涼しい。」 S「制服の吊りスカートは暑すぎる。」 

T「今年度は 7 月 4 日から 9 月 30 日まででした。」 

S「どうやって決めてるの？」 S「役員会で決めている。」 

S「長くして欲しい。」 S「要望を出そう。」 

T「では，皆さんで考えますか。」 

 

 

 

S「おお，やってみたい。」 S「これは役に立つね。」 

T「2 時間で提案をつくって 3 時間目に発表会をします。」 

 

・生徒会が得てきたルールの１つとして「自

由服期間」があることを確認する。 

・今年度は生徒会長（３年生）が開始日と

終了日に新たに提案し，その一部が職員

会議で認められたことを伝える。 

・新たな制服について考える全校の動きに

関して，ジェンダーへの配慮や着方のル

ールなどに加え，「夏は暑い」などという

意見に対する機能性についても意見があ

る。機会があればその話題にも触れる。 

 

 

 

・作業するワークシート（Google スライド）

をスクリーンに投影して紹介する。 

２．クラス全体で見通しを立てる。（10 分） 

T「何のデータがあればよいでしょうか。」 

S「気温」 S「最高気温」 S「最低気温」 

S「最低気温はいらない」 S「平均気温」 S「湿度」  

T「なぜ湿度があるとよいのでしょうか。」 

S「じめじめしていると暑いと感じる。過ごしにくいから。」 

S「気温や湿度の至適範囲を保健の授業で習いました。」 

T「活動するのに快適な状況とそうでない状況があるので

すね。不快指数って知っていますか。」 

S「知りません。」 S「聞いたことがある。」 

T「例えば，最高気温で『いつから』を考える場合，例え

ば 6/27, 28, 29, 30, 7/1, 7/2, 7/3,…などそれぞれの最高気

温のデータを『集団』として比較すればいいですね。」 

・2022 年の日平均気温をまず提示し，必要

なデータを批判的に検討する動機付けを

促す。20 年分の日最高気温と日平均気

温，日最高不快指数を用意しておく。活

動が焦点化を意図して，天候や降水量の

データは用意しない。 

・6 月末の 1 学期期末テストや 9 月中旬の

生徒祭などの年間行事予定や曜日につい

ては，先にデータに基づいて提案を考え

た後に加えるように助言する。 

・量的データを時系列で比較する際に箱ひ

げ図を用いる発想に困難さが予想され

る。必要に応じて別のデータで説明する。 

お茶中生徒会の伝統「盛夏時自由服期間」は，「いつから」「いつまで」が妥当であるといえる

でしょうか？ 第 77 代生徒会役員会に向けて，過去のデータに基づいて提案しよう！ 
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３．グループで見通しを立てる。（25 分） 

T 「では，スライドとデータを Google クラスルームに掲

載しますね。名前を記入したら，自分たちの班が「いつ

から」と「いつまで」のどちらについての提案を考えて

いくのかを決めましょう。他にもできるだけ計画を立て

て，必要に応じて分担をして効率的に進めてください」。 

S 「いつから」と「いつまで」のどちらについて提案を

考えるかを決める。 

S とりあえずデータを見てみないとどちらにするかを決

められないので，まずはデータを眺めてみる。 

S とりあえず 20 年分のデータを箱ひげ図に表してみる。 

S 直近の 5 年分のデータを箱ひげ図に表してみる。 

 

 

 

 

 

 

 

S 「いつから」に決めたが，何月何日から何月何日まで

のデータをグラフで表そうかと話し合う。 

S 各日の平均値を 

求めて，折れ線 

グラフにしよう 

とする。 

 

 

 

S 折れ線グラフ 

で表そうとして， 

度数折れ線で 

表し，やや混乱 

する。 

 

 

・ワークシート（Google スライド）とデー

タ（Google スプレッドシート）を配付す

る。ワークシートは学習班（3～4 人）で

使用する。 

・最初から厳密に計画を立てることは難し

いと予想される。データの値を眺めたり，

グラフに表してみたりするなど，積極的

に試行錯誤するように助言する。 

 

 

・5 つのデータの箱ひげ図を時系列に並べ

たときにばらつきが大きいことが予想さ

れる。実際にやってみてこのことに気付

かせ，データの新たな選択につなげさせ

る。 

・とりあえず多くのデータを箱ひげ図で表

してみて決めるように助言する。 

 

 

 

・Google スプレッドシートのデータのファ

イルは生徒が編集できない設定にしてあ

るので，編集したければ際には「コピー

を作成」して編集するように助言する。 

 

 

 

・何を明らかにしたいのかをていねいに聴

き，どのグラフで表現すればよいかに気

付けるようにする。 

 

５．学習を振り返り，次時への見通しをもつ。（5 分） 

T「次時で作業がスムーズに進むように，話し合っておき

ましょう。次回は自分たちの提案が作れるとよいです

ね。」 

S「次の時間はグラフを基に基準を作って，何月何日から

がよいのかを検討しよう。」 

S「○さんのグラフ，絶対に残しておいてね。」 

 

 

・現在取り組んでいる作業や次時で取り組

みたい作業を「計画」のスライドに記入

させて，次時に円滑に作業が進むように

しておく。 

・SGRAPA を使っている生徒には，活動の

続きを次時にすぐできるように，「プロジ

ェクトの保存」を必ずさせる。 
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[生徒が使用するワークシート（Google スライド）]  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[生徒に配付する気象データ] 

https://docs.google.com/spreadsheets/d/1N_By0h40pxnnnJ2ql0Fvsb8qlmdJSYUv_aSKVqiRssQ/edit#gid=13768

04766 

（「日最高気温」と「日平均気温」のデータは、気象庁 Web サイトから授業者が入手した。「日不快指数」

のデータは，気象庁発表の「日最高気温」と「日平均湿度」から授業者が算出した。） 

 

[参考文献] 
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（国際統計教育協会(IASE)会議刊行資料） 

藤井良宜（2017）．「箱ひげ図による探索的な問題解決」．日本科学教育学会年会論文集．41.  pp.161-162. 

藤原大樹（2018a）．「統計の授業づくりに向けて」．お茶の水女子大学附属学校園連携研究算数・数学部

会．『「データの活用」の授業 小中高の体系的指導で育てる統計的問題解決力』．東洋館出版社，

pp.28-39. 

藤原大樹（2018b）「中学生の箱ひげ図等を用いた批判的思考」．日本科学教育学会年会論文集．42．

pp.139-142. 

藤原大樹（2018c）．「単元を貫く数学的活動」でつくる中学校数学の新授業プラン．明治図書． 

藤原大樹（2020）．統計的思考力の育成を目指した単元指導と評価（10）～箱ひげ図のよさ を感得さ

せる単元計画の立案．第 102 回全国算数・数学教育研究（茨城）大会発表要旨集．p.164． 

池田敏和ほか（2021）．中学校数学２．学校図書． 

石綿健一郎（2020）.「中学校における箱ひげ図の指導のあり方−統計教育に関する教員アンケートと授

業実践を通して−」．日本数学教育学会誌．102(5).  pp.34-42. 

 

https://docs.google.com/spreadsheets/d/1N_By0h40pxnnnJ2ql0Fvsb8qlmdJSYUv_aSKVqiRssQ/edit#gid=1376804766
https://docs.google.com/spreadsheets/d/1N_By0h40pxnnnJ2ql0Fvsb8qlmdJSYUv_aSKVqiRssQ/edit#gid=1376804766
http://iase-web.org/Conference_Proceedings.php?p=2004_Curricular_Development
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小谷智哉・菅原大・早川裕章ほか 2 名（2021）．「旭川市教育研究会算数・数学部編数学科 学習指導

案」．北海道教育大学附属釧路義務教育学校旭川市教育研究会算数・数学部 合同授業力向上セミ

ナー資料．  

文部科学省（2017a）．「中学校学習指導要領解説数学編」． 

正進社．SGRAPA  https://sgrapa.com/（正進社が CSR 活動の一環で開発した統計のフリーソフト） 

スポーツ報知（2021）．Web 記事 

「大谷翔平，過去５試合と比べても落ちた球速…グラフでフォーシームを比較してみると」（令和 3

年 5 月 20 日発行） 

https://hochi.news/articles/20210520-OHT1T51261.html （最終検索日：令和 4 年 10 月 26 日） 

「大谷翔平，フォーシーム球速は回復 割合も今季登板で最も多い 65.6％…前回登板で球速低下し話

題に」（令和 3 年 5 月 29 日発行） 

https://hochi.news/articles/20210529-OHT1T51199.html （最終検索日：令和 4 年 10 月 26 日） 

「大谷翔平，前回登板で球速が大きく上昇…１０３年ぶり「２ケタ白星＆２ケタ本塁打」狙うアスト

ロズ戦に注目」（令和 3 年 9 月 10 日） 

https://hochi.news/articles/20210910-OHT1T51200.html （最終検索日：令和 4 年 10 月 26 日） 

 

[参考資料] 

お茶の水女子大学附属学校園 連携研究算数・数学部会 Web サイト 

https://www-p.fz.ocha.ac.jp/renkei/d_math.html 

（統計の授業で使えるデータやフリーで使

える統計ソフトのリンクなどを豊富に揃

えています。春分の日に毎年開催してい

るシンポジウムの発表資料や講師資料な

ども公開しています。） 

 

お茶の水女子大学附属学校園 教材・論文データベース  https://kyozai-db.fz.ocha.ac.jp/ 

（幼小中高の実践事例などが公開されており，教科名や著者名などで検索すると，資料を無料でダウ

ンロードしていただくことができます。） 
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